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死と向き合う

現代社会では、死は私たちの日常から遠ざかりつつあります。
また一方で医療技術の進歩により、出生前診断から終末医療に至るまで、私たちは人生の多くの場面で重い決断
を迫られるようになりました。
そうした中で今、人間の生と死をめぐる諸問題を、医療、哲学、倫理、宗教などさまざまな角度から、より総合
的・学際的にとらえる死生学が求められています。
欧米の死学のように死に焦点を当てるだけでなく、生死一如とみる東洋的視野も含め、古今東西の死生観もたど
りながら、生命について、生死の意味づけについて、多角的に見てゆきます。
講義や討論を通し、各自が死から照らし出された自らの生について、深く考えることをめざします。

1) 死生学とは　2)死生学の領域と方法論　3)生と死の
文化史 　4)死の儀礼の多様性 　5)キリスト教の死生観
　6)日本人の死生観　 7)現代社会の死　 8)現代文化に
おける死　 9)脳死と臓器移植　 10)生命倫理　 11)終末
医療 　12)ホスピスとビハーラ　 13)生と死の教育　
14)ターミナルケアと宗教　 15)ディスカッション

講義時に指示

毎回出欠と質問票を兼ねたミニレポートを提出。
成績は試験（小論文）と出席状況と授業態度との総合評価。

http://www.icc.ac.jp/


